
省エネ化実現に向けた取り組みオフィスや工場の節電を

図１　事業実施地域および
風況観測ポール設置場所

新エネルギーについて考えよう
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洋
上
風
力
発
電
は
安
定
し
た
強
い
風
を
得
ら
れ
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
こ
と
か
ら

注
目
さ
れ
、
各
地
で
大
規
模
な
発
電
所
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
風
力
発
電
は
事
業
規

模
な
ど
の
理
由
に
よ
り
首
都
圏
の
企
業
主
導
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
青

森
県
六
ケ
所
村
の
む
つ
小
川
原
港
に
お
い
て
は
、
地
元
企
業
に
よ
っ
て
洋
上
風
力
発

電
所
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
本
学
も
参
画
し
て
い
る
こ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
風
況
精
査
の
結
果
を
中
心
に
紹
介
す
る
。
ま
た
本
学
で
実
施
し
て
い
る

研
究
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ
を
利
用
し
た
風
力
発
電
機
の
出
力
変
動
抑
制
の
た
め
の
風
況

解
析
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
、
本
学
敷
地
内
に
お
け
る
風
力
発
電
教
育
・
研
究
施
設
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

ウ
ェ
ブ
を
利
用
し
た
風
況
解
析
シ
ス
テ
ム
の
開
発

風
力
発
電
教
育
・
研
究
施
設
建
設
に
向
け
た
調
査

　
太
陽
光
や
風
力
発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
が
進
む
に
つ
れ
て
注
目
さ
れ
る
の
が
省
エ
ネ
化
の

動
き
で
あ
る
。
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
の
節
電
を
行
う
こ

と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
減
を
実
現
し
、
収
益

の
改
善
に
つ
な
が
る
の
が
主
な
要
因
で
あ
る
。
こ
う

し
た
中
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
よ
る
工
場
や
ビ
ル

の
省
エ
ネ
化
に
向
け
た
支
援
が
重
要
と
な
る
。

風力発電 地域主導の洋上風力発電計画の推進
む
つ
小
川
原
港
に
お
け
る
洋
上
風
力
発
電
事
業
と
そ
の
可
能
性
調
査

最
適
シ
ス
テ
ム
提
案 図４　風力発電教育・研究施設の概要

最
後
に
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図２　月別設備利用率

図３　風況解析システムの概要

　
実
際
の
風
力
発
電
機
に
触

れ
て
学
ぶ
教
育
の
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
２
０
０
０

―
３
０
０
０

ク
ラ
ス
の

風
力
発
電
機
を
数
基
備
え
た

風
力
発
電
施
設
の
建
設
を
目

指
し
て
い
る
。
現
在
は
、
大

学
敷
地
内
に
建
設
し
た
風
況

観
測
ポ
ー
ル
を
用
い
て
１
年

間
の
風
況
精
査
を
行
っ
て
お

り
、
風
況
が
良
好
だ
と
確
認

で
き
た
場
合
に
は
図
４
に
示

す
「
八
戸
工
業
大
学
風
力
発

電
教
育
・
研
究
施
設
」
を
建

設
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
施
設
で
は
八
戸
工
業

大
学
の
学
部
生
や
院
生
、
教

職
員
な
ど
を
対
象
に
風
車
内

部
や
制
御
装
置
を
見
学
す
る

こ
と
や
、
運
用
デ
ー
タ

風

速
、
ピ
ッ
チ
角
指
令
値
、
ピ

ッ
チ
角
、
発
電
出
力
な
ど

を
取
得
し
て
講
義
の
実
験
や

研
究
の
た
め
に
利
用
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
小
・
中
・
高
校
生
を
対

象
と
し
た
大
学
の
見
学
会
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

就
業

体
験

、
公
開
講
座
な
ど
、

広
く
地
域
住
民
に
も
開
放
で

き
る
施
設
を
目
指
す
。

　
風
力
発
電
は
わ
が
国
に
お

い
て
本
格
的
に
導
入
さ
れ
て

か
ら
十
数
年
が
経
過
し
、
初

期
に
建
設
さ
れ
た
風
力
発
電

施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
こ
の
よ
う
な
知
識
・
技

術
を
持
っ
た
技
術
者
を
育
成

す
る
た
め
に
も
活
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
今
回
の
風
況
観

測
ポ
ー
ル
設
置
に
お
い
て
も

所
属
す
る
研
究
室
の
学
生
を

連
れ
て
行
き
、
ポ
ー
ル
の
設

置
作
業
を
見
学
さ
せ
た
。
設

置
作
業
に
立
ち
会
え
る
機
会

は
少
な
い
た
め
、
良
い
経
験

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　
こ
こ
で
は
本
研
究
室
で
行

っ
て
い
る

む
つ
小
川
原
港

に
お
け
る
洋
上
風
力
発
電
の

可
能
性
調
査

ウ
ェ
ブ
を
利

用
し
た
風
況
解
析
シ
ス
テ
ム

の
開
発

風
力
発
電
教
育
・

研
究
施
設
建
設
に
向
け
た
調

査
―
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の

概
要
と
現
在
の
進
捗
状
況

し
ん
ち
ょ
く

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
、
風
況
デ
ー
タ
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
む
つ

小
川
原
港
洋
上
風
力
開
発
の

支
援
に
深
く
感
謝
の
意
を
表

す
。
特
に
、
む
つ
小
川
原
港

洋
上
風
力
開
発
の
附
田
匡
善

氏
に
は
本
稿
を
纏
め
る
に
あ

ま
と

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ

こ
に
感
謝
を
表
す
る
。

　
こ
の
事
業
は
青
森
県
六
ケ

所
村
の
む
つ
小
川
原
港
沿
岸

に
お
い
て
、
地
元
六
ケ
所
村

に
本
社
を
構
え
る
む
つ
小
川

原
港
洋
上
風
力
開
発
が
実
施

し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
。
着
工
は
２
０
１
６
年

度
、
運
転
開
始
は

年
度
を

予
定
し
て
い
る
。
計
画
さ
れ

て
い
る
風
力
発
電
所
の
総
発

電
出
力
は
８
万

、
基
数

は
単
機
出
力
２
５
０
０

―

３
０
０
０

級
の
風
力
発

電
機
を
む
つ
小
川
原
港
南
側

新
納
屋
地
先

が

基
、

北
側

尾
駮
地
先

が

基

東
西
に
２
列

の
合
計

基
で
あ
る
。

　
事
業
実
施
予
定
地
域
は
、

む
つ
小
川
原
港
の
北
側
と
南

側
の
港
湾
区
域

水
域

を

予
定
し
て
い
る
。
こ
の
区
域

は
水
深
５

―

程
度
で

あ
り
、
漁
業
区
域
や
航
路
、

自
衛
隊
の
演
習
地

天

森

射
爆
撃
場

か
ら
も
外
れ
、

近
く
に
民
家
な
ど
も
少
な
い

た
め
騒
音
な
ど
の
影
響
も
ほ

と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
環
境
影
響
評
価
は

年

月
現
在
、
方
法
書
の
審

査
ま
で
終
了
し
て
お
り
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調

査
早
期
実
施
実
証
事
業
」
に

も
採
択
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
送
電
線
に
つ
い
て
は

年
８
月
に
他
社
と
共
同
で
上

北
送
電
を
設
立
し
て
整
備
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
本
学
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
画
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
と
も

に
、
む
つ
小
川
原
港
に
お
け

る
洋
上
風
力
発
電
の
可
能
性

を
検
討
す
る
た
め
、
新
納
屋

地
先
や
尾
駮
地
先
に

年
４

月
お
よ
び
７
月
に
建
設
さ
れ

た
風
況
観
測
ポ
ー
ル
を
用
い

て
風
況
デ
ー
タ
を
収
集
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
風
況
精

査
な
ど
を
行
い
、
こ
の
区
域

で
の
洋
上
風
力
発
電
の
可
能

性
を
調
査
し
て
い
る
。

　
風
況
観
測
ポ
ー
ル
は
、
図

１
に
示
す
よ
う
に
洋
上
風
力

発
電
所
建
設
を
計
画
し
て
い

る
む
つ
小
川
原
港
の
南
側
の

新
納
屋
地
先
と
北
側
の
尾
駮

地
先
の
２
カ
所
に
設
置
し
て

い
る
。
い
ず
れ
も
ポ
ー
ル
の

高
さ
は

で
あ
り
、
地
上

高

、

、

に
風

向
・
風
速
計
を
備
え
て
い

る
。
設
置
場
所
は
砂
浜
か
ら

防
砂
林
の
間
に
あ
り
、
東
か

ら
の
風
に
対
す
る
障
害
物
は

ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
西
か
ら

の
風
は
鬱
蒼
と
茂
っ
た
高
さ

う
っ
そ
う

―

の
防
砂
林
が
あ

る
。
な
お
、
こ
の
地
点
は
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
風
況
マ
ッ
プ
に
よ

る
と
、
年
間
平
均
風
速
が
地

上
高

で
毎
秒
６
・
３

、
地
上
高

に
お
い
て

毎
秒
７
・
４

で
あ
り
、
事

業
を
検
討
す
る
目
安
と
い
わ

れ
て
い
る
地
上
高

で
毎

秒
６
・
０

を
超
え
て
い

る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
港

湾
局
振
興
課
海
洋
利
用
開
発

室
の
全
国
港
湾
風
況
マ
ッ
プ

で
は
年
平
均
風
速
は
地
上
高

に
お
い
て
毎
秒
７
・
１

で
あ
る
。

　
得
ら
れ
た
風
況
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
平
均
風
速
、
風
配

図
、
設
備
利
用
率
、
稼
働
率

な
ど
を
求
め
て
評
価
を
行
っ

た
。
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る

設
備
利
用
率
は
、
図
２
に
示

す
よ
う
に
両
地
点
と
も
に
秋

か
ら
春
に
か
け
て
採
算
が
取

れ
る
と
い
わ
れ
る

％
を
超

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
洋
上

風
力
発
電
の
可
能
性
は
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　
ウ
ェ
ブ
ス
ク
レ
イ
ピ
ン
グ

技
術
を
用
い
て
、
簡
便
に
現

在
や
過
去
の
風
況
を
解
析
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
ウ

ェ
ブ
を
利
用
し
た
風
況
解
析

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
本

シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
図
３
に

示
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
ウ
ェ
ブ

上
で
風
況
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
結
果
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
元
に
青
森
県
内
の

風
の
状
況
を
把
握
し
、
風
力

発
電
に
適
し
た
場
所
を
検
討

で
き
る
。
収
集
し
た
風
況
デ

ー
タ
は
サ
ン
プ
リ
ン
グ
周
期

ご
と
に
自
動
的
に
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
追
加
さ
れ
、
そ
の
結

果
が
更
新
履
歴
に
表
示
さ
れ

る
。
ま
た
、
各
地
点
や
日
時

を
選
択
す
る
こ
と
で
任
意
の

地
点
・
時
間
に
お
け
る
風
速

の
時
系
列
変
化
の
比
較
、
風

向
の
出
現
率
の
比
較
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
今
後
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
情
報
を
用
い
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
経
由
で
風
力
発
電
所
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
出
力
変

動
を
軽
減
さ
せ
、
電
力
系
統

の
安
定
供
給
に
も
役
立
て
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す

る
際
の
立
地
条
件
と
し
て
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
反
射
に
よ

る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
や
、

風
力
発
電
に
よ
る
電
波
障

害
、
航
空
障
害
、
騒
音
対

策
、
小
水
力
発
電
に
よ
る
水

処
理
障
害
の
発
生
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
ま
た
導
入
す
る

際
の
周
囲
条
件
と
し
て
、
関

係
機
関
と
の
協
議
や
、
売
電

お
よ
び
電
源
の
系
統
連
携
逆

潮
流
に
関
す
る
対
策
な
ど
が

求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
経

済
性
評
価
だ
け
で
な
く
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
の
見

地
か
ら
の
判
断
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に

伴
う
省
エ
ネ
化
を
追
求
す
る

な
ら
ば
、
生
産
現
場
も
し
く

は
オ
フ
ィ
ス
全
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
を
行
わ
な
い
と
、

効
果
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
用

を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
そ
こ
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
見
え
る
化
を
図
る
こ
と
に

よ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄

を
削
減
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導

入
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
運
用
改
善
や
実
績
計
測

と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
中
、
き
ん
で
ん

は
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電

の
最
適
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し

て
い
る
。
特
に
太
陽
光
発
電

に
関
し
て
は
最
適
化
シ
ス
テ

ム
「
ソ
ー
ラ
ー
　
ナ
ビ
」
を

用
意
。
あ
ら
ゆ
る
環
境
の
中

で
最
大
限
の
発
電
電
力
量
を

素
早
く
調
査
・
評
価
・
設
計

し
、
最
適
な
機
器
構
成
で
、

施
行
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま

で
一
貫
し
て
行
う
。
「
フ
ェ

イ
シ
ャ
ス
ソ
ー
ラ
ー
」
は
ビ

ル
や
工
場
な
ど
を
つ
な
ぐ
太

陽
光
発
電
監
視
シ
ス
テ
ム
ユ

ニ
ッ
ト
と
し
て
、
企
業
全
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
や
保
守

管
理
を
行
う
。
ウ
ェ
ブ
よ
る

対
応
も
可
能
で
遠
隔
地
の
見

え
る
化
を
実
現
す
る
ほ
か
、

既
存
の
設
備
だ
け
で
な
く
他

の
シ
ス
テ
ム
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
と
い
っ
た
自
由
な
拡

張
性
も
特
徴
で
あ
る
。


